会　議　録
	会議名
	令和７年度胎内市地域福祉計画推進委員会

	開催日時
	令和７年３月23日（月）
	会場
	市役所２階　大会議室

	
	13時30分～15時
	進行
	地域福祉係　佐久間参事

	出 席 者
	小泉英子委員、坪井真委員、平野真弓委員、瀧澤貴子委員、中村淳委員、須貝薫委員、今井和彦委員、小林やよえ委員、齋藤芳夫委員、石山勇委員、石井恵子委員、西濟睦美委員、佐藤康広委員、高井和代委員
事務局：福祉介護課　金子課長、地域福祉係　佐久間参事、井上主任
胎内市社会福祉協議会　地域福祉課　伊藤課長、纐纈課長補佐

	内　容

	１　開会あいさつ　　小泉副委員長
　　　　　　　　　　金子課長
２　議　事　　議長　小泉副委員長
（１）地域ちゃぶ台プラン４　進捗状況について
・進捗状況調査アンケート分析結果について
坪井先生より報告
      ・福祉介護課井上より市の取り組みについて報告
・胎内市社会福祉協議会伊藤課長より令和７年度事業報告
（委員）
市の取り組み報告の中で、「権利擁護に関する相談」が高齢者関係で特に増加しているが、どのような相談が増えているのか。
（事務局）
権利擁護の相談内容としては、成年後見や虐待関係、消費者被害関係がある。件数的には高齢者虐待はあまり変化がないが、消費者被害の相談件数が増加している。
　　　　
　（２）意見交換
　　　　（委員）
　　　　防災に関する取り組みとして、私の地域では、子供達と一緒に地域を回るという取り組みをした。砂防ダム、川、沢など。自分たちの地域が昔どうだったかという話をした。
　　　　ラップでご飯を食べたり、簡易トイレを使ったり、実践して方法を教えることが大事。
　　　　（委員）
　　　　赤十字の方の救命救急講習で防災士や社協の福祉教育などと関連付けて地域ごと展開できるのではないか。今後の計画で具体的な提案があるとよいのではないかと思った。
（委員）
　　　　私は食生活改善推進委員としてパッククッキングの指導をしている。防災訓練でパッククッキングの講習をしている地区が増えている。学校側からは講習会などの要請がない。ボランティアで行っており、声をかけていただければ伺いたい。ぜひ食生活改善推進委員を活用していただきたい。
　　　　（委員）
　　　　私の地域では高齢者が多いが、いるのかいないのか、施設に入所しているのかどうかがなかなか把握できない。姿が見えなくなったとき、どうしているのか、施設入所なのか、通いなのかなどが把握できない。市の方で情報があるのか、またそういったことを教えてくれるのか。
　　　　（事務局）
　　　　年に１回、民生委員、地域包括支援センター、障害の相談支援事業所等の協力を得ながら、高齢者の一人暮らし、高齢者のみ世帯には毎年お伺いして生活状況の確認をさせていただいている。家族構成、病気、かかりつけ医などを聞き、市でその情報を保有しているが、市役所以外の方に情報を公開してよいと本人から了承を得られない限りは、お伝えすることはできない。具体的に「どこの施設に入っている」ということはお伝えすることはできないが、「当面自宅にはいない」という情報などはお伝えできるかもしれない。それ以上のこととなると、地域で独自のリストを作成していただくなどの必要があるかと思う。
　　　　（委員）
　　　　避難訓練をしたときに、支援者をどうするかということが必ず引っかかる。「いるのかいないのか分からない方に声掛けをしないのか」という質問があった。把握していないものはできない。致し方ないということで割り切るしかないと思っている。
もう一つは、避難せず自分の意思で残る方については、スマホを持っていたら自ら役員へ報告する、元気であると一報を入れるという約束事を取り組んでいるところもある。そういったことを採用しようと思っている。
　　　　（事務局）
　　　　防災担当と共有したい。また、お話しのあった地域での活動など紹介できる機会を考えたいと思う。
　　　　（委員）
　　　　民生委員として調査で地域内を回るとき、独自で要支援者名簿を作って区長に提出している。必ず１年に１回名簿を作成している。
　　　　（委員）
　　　　子供達が地域で手伝いできるような事業が無く、参考にどのような取り組みがあるのかお聞きしたい。
　　　　（委員）
　　　　地域行事に参加しない若いファミリー層はたくさんいると思う。そういう方にアイデアをもらって、子供だけではなく保護者の方も巻き込んでいくような、親子で参加できるような交流機会を設けられるとよいかと思う。学校や教育委員会、市役所、社協などと相談をして間に入っていただいて繋がりを持っていくなど。また、地域の中で子供が少ない場合は、他の地域と連携し広域的に考えることも視野に入れていくとよい。
　　　　（委員）
　　　　私の地域では、子供が手伝いをする行事として、地下道の掃除、通学する道の掃除、夏祭りなど行っている。また、社会勉強のため地域の工場見学をした。自分の地域から産出した原料を製品にするまでにどんな工程があるのかなど教えた。
　　　　（委員）
　　　　中学校の統合が進み、学校がなくなっても地域との関わりをなくさないように、子供の人数が少ない分地域と関わりを深くしていこうというスタンスで各学校が取り組んでいると思う。地域の防災訓練なども非常に大切。
　　　　（委員）
　　　　地域福祉計画については、地域住民にある程度理解してもらう必要があると感じる。地域に出向いて説明をお願いしたいが可能か。
　　　　（事務局）
　　　　要望があれば市と社協で連携して各地域で説明することは可能。新たな計画を策定するにあたり、意見を頂く場とするか、新たに策定したものを周知する機会とするかなど検討したい。
　　　　計画の周知については、前回の計画はアンケートで市民の大半が「知らない」という回答だったため、本計画を策定した際に概要版を全戸配布、お茶の間サロンや地域に出向いて冊子を配布してお話ししてきたという経緯がある。
　（３）その他
　　　（事務局）
　　　委員の方の任期は３月末までとなっている。
委員の皆様には策定からご協力いただき、大変お世話になりありがとうございました。
３ 閉　会　



